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皆様お元気様でございます。異文化コミュニケーション研究所(R)所長の島崎です。 

来週の木曜日（５月３０日）に、第５回 neoGetTogether(リクルート・イベント)を開催致します。入管法の改正に伴

い、益々「外国人労働者の輸入」のような動きに世の中がなっていますが、当研究所は「高度外国人財」にフォー

カスしています。 

 

参加してくれる留学生のほとんどが【奨学金】を取得して学んでいる優秀な学生ばかりです。歯車ではなく、推進力

のある『エンジン』であり、優秀な頭脳である『ＣＰＵ』であり、異文化コミュニケーション力を持つ『機動部隊』になりう

る人財たちです。 

 

今回のイベントに参加できるのは、あと『２社』です！ 

お申込み、お問い合わせお待ちしております。 

 

 

---------------------------------------------------------------------- 
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---------------------------------------------------------------------- 

 

 

┏━┓ 

┃１ ┃ 今週のフォーカス「労働者の輸入を考える」 

┗━┛ 

 現在の人手不足は、今までの産業構造において深刻な問題です。５人の仕事を４人でするというレベルなら、日

本人が得意な改善やチームワークでこなしていけるのでしょうが、募集をしても一人も応募がない現状は、明らか

に違う次元の問題だといえます。 

 

戦後継続していた経済の連続性が、ここにきて明らかに断絶している。生半可な対応や、今までの延長線による

改善では、この「非連続性」を乗り越えることはできません。 

 

ところが「日本に人がいない⇒海外から労働者を輸入しよう」といった発想で、今の産業界や経営者の人たちは、

植民地時代に『暗黒大陸』の発見に狂喜乱舞して喜んだプランテーション経営者のようにさえ見えてしまいます。 

 

どうも産業界は目の前の火事に、右往左往しすぎているように感じます。 

 

皆さんもご存じの宇宙戦艦ヤマト(突然話が替わってスミマセン(f^^;))のストーリーの中で、ヤマトが敵のガミラス星

の中に閉じ込められ、下は濃硫酸の海、そして塩酸の嵐、さらにはミサイルの雨あられ...そんな場面があります。

まさに「八方塞がり」です。 

 

途方に暮れる艦長代理の古代進へ、艦長の沖田十三がアドバイスを与えます。それは、敢えて濃硫酸の海に潜

水し、火山の鉱脈を見つけて波動砲を撃つというもの。 

 

これ自体素晴らしい秘策だとは思いましたが、子供心に私が感動したのは、こんな危機的な状況でも、沖田艦長

がめちゃ落ち着いて『１０分やそこらで溶けるわけではあるまい』と古代を諭すところです。 

 

そうです、非連続性の世界で生き残るためには「巨木がしっかり大地に根を張っている如くの落ち着き」 ⇒ 「現

状の冷静な分析をし」 ⇒ 「命を掛けた画期的な打開策の実行すること」が重要だということです。 



 

今までの延長線にないのですから今までの考え方を継続せず（ある意味ぶっ壊し）、非連続性になっている不安定

な状況を分析し、画期的なイノベーションを考案・実行すること。それを、皆さまには考えてもらいたいと思います。 

 

イノベーションを日本語で訳すと「創造」となります。そうです、まずは創（キズ）を負うところから新たなものが生ま

れてきます。 

 

太平洋戦争で、亜細亜の解放をうたって近隣諸国に進駐していった日本が、現地の人たちに忌み嫌われた事実を

忘れてはいけません。（もちろん、悪行ばかりを行っていたと言っているわけではありませんが...） 
 

外国人を私たちの手足として使うのではなく、外国人と共に栄える共栄の『意識と『仕組み』なしには、私たちは深

い負の遺産を引きずっていくことになるでしょう。そうならないように、まずはしっかりと従業員教育を行っていくこと

が何よりも大切です。 

 

 

 

┏━┓ 

┃２ ┃勉強会・セミナー等のご案内 [事前申し込み要] 

┗━┛ 

(1)《neoGET TOGETHER》のご案内 

---------------------------------- 

日本で働く意志とやる気のある《優秀な》留学生と、ガチでコミュニケーションが取れる就活・採用イベント《neoGET 

TOGETHER》は、毎回企業さまにも、留学生たちからも好評を頂いております。新人教育の最中でまだまだお忙し

いことかと思いますが、次回は 

 

 第五回 2019. 5.30.(木) 16:00～19：00 

 

です。 

 

あと『２社』となっておりますので、早めにお問い合わせ下さい。 

 

『新卒学生の通年採用を拡大することで大学側と合意』（日本経済新聞 4/22）とありますように、良い人財は先手

必勝です。選りすぐりの留学生が集まるイベントです、ご参加お待ちしております！ 

 

== <今後の neoGET TOGETHER予定> ================================== 

 第六回 2019. 9.26.(木) 16:00～19：00 

 第七回 2019.11.28.(木) 16:00～19：00 

ご案内は適宜して参りますので、予定の確保をお願いします。 

皆さまからの、お問い合わせをお待ちしております。 

================================================================= 

 

 

(2)《globalforce circleセミナー》のご案内 

--------------------------------------------- 

次回は、『第 17回 2019. 7.11(木)  14:00～16：00』を予定しております。 

主題は、その時々にホットなお話しにしたいと考えておりますので、一ヶ月前頃にご案内致します。また、何か「こ

のテーマでやってほしい！」というのがありましたら、ご遠慮なくお問い合わせ下さい。 

 

== <今後の globalforce circleセミナー予定> ======================== 

《globalforce circleセミナー》 

 第 18回 2019.10.24(木)  14:00～16：00 

を予定しています。 

ご案内は適宜して参りますので、予定の確保をお願い 

します。お問い合わせをお待ちしております。 

================================================================== 

 

 

 



┏━┓ 

┃３ ┃摩訶珍(まかちん)編集後記 

┗━┛ 

  毎年６月１３日に、横浜駅西口の高島屋後あたりで、夕方７時頃からサックスの一人ライブをしています。今年

で４回目となります。ちなみにこの日は私の誕生日です。(^^) 

 

正直「へたっぴ」なのですが、上達するためには人に聴かせる場を持つことが必要だと思い、自分の誕生日は忘

れることがないという単純な理由で毎年その日に、皆さまにお付き合いを頂いています。(f^^;) 

 

下手な演奏ですが、一年間の集大成です。是非いらっしゃって下さい！ 醜態にならないよう頑張ります！(^^)/ 

 

 

 

 △▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△ 

  異文化コミュニケーション研究所(R)のミッション 

  『日本を、世界中の優秀な人財が活躍する国にする』 

 ～ 多様性のある globalforce(高度外国人)を活躍へ導く ～ 

 △▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△▼△ 

 

 

------------------------------------------------------------ 

 

■□    **** 異文化コミュニケーション研究所(R) ****  

■□   ～ 日本を世界中の優秀な人財が活躍する国にする ～ 

■□ 

■□ 企業の生き残り・革新のために、『人財の多様性』は不可欠です。 

■□ 

■□ 弊社は、白羽の矢を立てるべきは「外国人留学生」だと考えます。 

■□ 日本語が使え、日本文化に造詣がある「優秀な留学生」が日本には 

■□ たくさんいます。そして、彼らは日本で働きたいと思っています。 

■□ 

■□ 多様な異文化視点を持つ globalforce(高度外国人財)を活用する 

■□ ことで、「新たな価値の創造」につなげることができます。 

■□ "globalforce"は企業にとって貴重な人財です。 

■□ 

■□ しかし、多様性を受け入れることはチャレンジングなことです。 

■□ 一筋縄ではいかない。障害物競走のように、いくつもハードルを超 

■□ えて行かなければなりません。当研究所は、採用から活用に至るまで 

■□ 企業のチャレンジをお手伝い致します。 

 

------------------------------------------------------------ 

※本メールは、当研究所関係者と名刺交換をさせて頂いた方、 

 セミナー等にご参加頂いた方々等、ご縁を頂いた方々にお送り 

 致しております。 

 

 尚、このメールが不要な場合は、大変お手数ですが下記 URLを 

 クリック下さい。 

 http://regist.combzmail.jp/d/7dts&m=maeda@figurenet.com 

 

 いつもありがとうございます。 

------------------------------------------------------------ 

 

─────────────────────────── 

┘┘┘┘┘異文化コミュニケーション研究所(R) (iCCC) 

┘┘┘┘ http://www.globalforce.link 

┘┘┘  横浜市神奈川区青木町 3-15 SS ビル 201号室 

┘┘   Tel:045-307-8248(代) FAX：045-461-1577 

┘    代表取締役社長 所長 島崎ふみひこ 



─────────────────────────── 

（当研究所は、株式会社フィギュアネットの事業部です。） 


